
2013年3月28日（木）～31日（日）2013年3月28日（木）～31日（日）2013年3月28日（木）～31日（日）

中央図書館
原町田3-2-9
☎728-8220

さるびあ図書館
移動図書館
中町2-13-23
☎722-3768

鶴川図書館
鶴川6-7-2-1-101
☎735-5691

鶴川駅前図書館
能ヶ谷1-2-1（和光大学
ポプリホール鶴川２階）
☎737-0263

金森図書館
金森東3-5-1
☎710-1717

木曽山崎図書館
山崎町2160
☎793-6767

堺図書館
移動図書館
相原町795-1
☎774-2131
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2面 まちだの子がんばっています！
　　小学校給食の紹介
　　小学校給食における食物アレルギーの対応について
3面 オープン１周年記念イベント
　　生涯学習センターへようこそ
　　市民大学2013年度受講者募集
4面 わがまち学校たんけん隊！
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　この「子どもまつり」は、図書館で活動するボランティアグループと町田市立図書館が共催で行います。絵本や語りなどの
おはなし会、言葉とリズムで楽しむわらべうたあそび、おもしろい本を紹介するブックトーク、おはなしに参加するアニマシオン、
体験型ワークショップなど、ワクワクする催しがいっぱい！子どもも大人も、ステキな本やおはなしに出会える4日間です。
　皆さん一緒に、図書館で楽しいひとときを過ごしましょう。詳しくは、市立図書館で配布しているチラシもしくはポスター
をご覧いただくか、中央図書館（☎ 728-8220）・木曽山崎図書館（☎ 793-6767）までお問い合わせ下さい。

▲おはなし会では、絵本や語り、パネルシアター
など盛りだくさん！次はどんなおはなしかな？

▲
楽
し
い
催
し
で
、お

待
ち
し
て
い
ま
す
！
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午前
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３
月
28
日（
木
）

３
月
29
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金
）
３
月
30
日（
土
）
３
月
31
日（
日
）

中央図書館6階
ホール

おはなし会
10：30～／11：15～

読み聞かせ他　13：30～
アニマシオン　14：00～
講師：岩辺泰史氏

みんなで楽しむわらべうたあそび
11：00～／講師：柚山朋子氏

手作りおもちゃワークショップ
13：30～

絵本と演劇を使ったワークショップ
10：20～（受付10：00～ 15名程度）

講演会「赤ちゃんはことばをたべる」※
10：30～／講師：後路好章氏

中・高生によるおはなし会
14：00～

図書館映画会「ET」
14：00～

おはなし会（乳幼児向け）
11：00～

おはなし会
14：00～（乳幼児向け）／15：00～

ブックトーク
15：00～

おはなし会（乳幼児向け）
13：30～／14：30～

おはなし会
13：30～／14：30～

ブックトーク
13：30～／14：30～

朗読・ワークショップ
14：30～

おはなし会
11：00～（乳幼児向け）／11：40～

中央図書館4階
おはなしのへや

中央図書館6階
中集会室 木曽山崎図書館

※31日の講演会は資料代がかかります。

★直接会場へお越し下さい。★直接会場へお越し下さい。

●みんなで参加しよう！たくさんのおはなしと本が待っているよ！！
　水曜日は、おはなし会や子ども映画会を開催してい
ます。また、春休み、夏休み、冬休み期間中、一つの
テーマに沿っておもしろい本を色々と紹介する“ブッ
クトーク”や、本のキャラクターを本の海から探し出
す“にんきものをさがせ”を開催しています。

●小学生になったら、図書館で利用券を作ろう！
 （“としょかん１ねんせい”事業）
　小学新１年生の皆さんが図書館で利用券を作ると、
ささやかなプレゼントがもらえます。学校で配布さ
れる引換券付の申込書に記入して、図書館へ来てね！

●おもしろい本をさがしてみよう！
　「本のたからじま」（パンフレット）では図書
館オススメの本を紹介しています。対象者別
に3・4・5歳向け、小学校低・中・高学年向
けがあります。何かおもしろい本はないかな？
と思ったとき、本選びの参考にしてみて下さい。

　図書館が身近にない地域の皆さんに、少しでも気軽に本を借りていた
だくために、３台の移動図書館「そよかぜ号」が
市内の公園など64か所を定期的に巡回していま
す。皆さんの笑顔に会えるように、「そよかぜ号」
は今日も走っています。「広報まちだ」に巡回日
程が掲載されていますので、ご覧下さい。

　図書館は本や雑誌を借りるばかりではなく、調べものにも使えると
ころです。勉強のこと、趣味のこと、生活のこと、
ちょっとした興味を、図書館で調べてみませんか？
調べ方がわからない、本がたくさんあってどれに載
っているのか探せない、なんてこと、よくあります。
そんな調べものをお手伝いするサービスが、レファ
レンスサービスです。あなたの「学びたい・知りた
い」を、図書館が約 100万点の資料や、各種デー
タベースなどを使ってサポートします！

調べものします！レファレンスサービス調べものします！レファレンスサービス 子どもの読書を応援します！児童サービス子どもの読書を応援します！児童サービス

昨年行われた
第1回子どもまつり

の様子



や世界の料理、行事食等も取り入れ、給食が「生きた教材」となるよう取り組んでいます。
　食に関する指導では、今年度新しくなった小中一貫町田っ子カリキュラム「食育」に沿
って、給食と様々な教育活動を関連付けた食育の実践を行っています。

　市内の地場産物を給食にも
使用し、市内の田んぼで収穫
された「町田のお米」は、毎年
11・12月に全小学校の給食に
登場し、地産地消に関する教
材として活用しています。

　自らの健康や栄養のバラン
スを考えて料理を選ぶ、バイ
キング給食やセレクト給食
等、各校工夫を凝らした給食
が行われています。

　実物の食材に「見て」「触
れる」ことで、苦手な食材に
も興味関心がわき、「食べて
みよう」という意欲につなが
ります。低学年を対象に実施
され、グリ
ーンピース
やそら豆
のさやむ
き、とうも
ろこしの
皮むきな
どがあり
ます。

▲

町
田
産
の
お
米
、地
場
産

の
野
菜
を
使
っ
た
給
食

〈メニューの一例〉
・町田のごはん・さばのたつたあげ
・地場野菜のからし和え・せんべい汁・牛乳 ▲体験活動 ▲バイキング給食

　市内42校の小学校では、自校単独調理による完全給食を行っ
ており、強化陶磁器食器を使用し、週3回の米飯給食を実施して
います。栄養教諭または栄養職員が各小学校に1名配置され、
「安全」・「手作り」を基本にそれぞれの学校で献立を作成してい
ます。また、地場産物や旬の食材を使用し、日本各地の郷土料理
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指
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に
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て
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て
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【
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○
小
学
校
給
食
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お
け
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レ
ル
ギ
ー
の
対
応
に
つ
い
て

○
図
書
館
事
業
計
画
（
案
）
に
つ

い
て

12
月
〜
2
月

　教育委員会では、スポ－ツ競技会や芸術文化活動に関するコンクール等で優秀な成績をおさめたり、他の模範とな
る活動をした児童・生徒を対象に表彰を行っています。今年度は、３月２日に町田市役所において行われました。

鶴川第二中学校合唱団

こども音楽コンクール
中学校合唱部門

♪日本一になった音源を、同コンクール

のホームページで聞くことができます。

http://ottava.jp/kodomo2012/

平成24年度
児童・生徒表彰

学　校　名 名　　前 活動内容

本玉　卓

土方　佑太

宮本　大地

安藤　彩音

内山　由綺

多田　道広

中島　みなみ

上村　希実

川上　蒼

高倉　滉太

海老澤　圭太

岩佐　捺伽

硬式テニス

硬式テニス

陸上

新体操

体操

陸上

水泳

陸上

伝統文化の継承

ソフトテニス

ソフトテニス

陸上

学　校　名 名　　前 活動内容

根田　帆乃香

　島　寛

高浦　涼名

金子　喜恵

伝統文化の継承

伝統文化の継承

新体操

水泳

鶴川第二小学校合唱団 

鶴川第二中学校合唱団 

オール町田女子 

町田 JFC 

SAKURA 

インフィニティⅢ 

団体名 活動内容

合唱

合唱

野球

サッカー

発明

発明

学　校　名 名　　前 活動内容

濵　大智

佐々木　花恋

万本　雄太

横山　りの

神田　祐未佳

佐藤　梨乃

大山　日菜

岡本　春希

上野　映介

成竹　陸十

銘釼　樹

成竹　海立

銘釼　嘉乃

清水　孝太

川上　慧

大垣　亜実

中野　結菜

根田　龍之介

八木　政基

金子　拓未

発明

伝統文化の継承

書写書道

書写書道

ソフトテニス

ソフトテニス

絵画

絵画

伝統文化の継承

伝統文化の継承

伝統文化の継承

伝統文化の継承

伝統文化の継承

伝統文化の継承

伝統文化の継承

伝統文化の継承

発明

伝統文化の継承

伝統文化の継承

伝統文化の継承

表彰受賞者（敬称略）

団体表彰

町田第五小学校

本町田東小学校

成瀬中央小学校

南つくし野小学校

鶴川第一小学校

鶴川第二小学校

山 崎 小 学 校

小山田南小学校

町田第三中学校

南大谷中学校

南 中 学 校

つくし野中学校

南成瀬中学校

鶴川中学校

金井中学校

忠生中学校

小山田中学校

　

市
内
小
・
中
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で
長
年
に
わ

た
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作
等
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体
験
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援
、

放
課
後
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、
ク
ラ
ブ
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動

や
部
活
動
の
指
導
、読
み
聞
か
せ
・

図
書
室
整
備
な
ど
の
読
書
支
援
、

花
壇
な
ど
の
環
境
整
備
支
援
、
登

小原　潤子
佐藤　真由美
藤家　牧子
藤澤　佳世子
佐藤　利恵
三箇山　睦
窪田　宗美
薄葉　久江
小久保　洋子
宮地　紀子
樋渡　敏彦
田中　喜藏
吉村　力
阿部　孝之
一ノ瀬　美江子
熊澤　幹雄
鶴川第三小
生け花ボランティア会
千種　敏夫
木目田　敏一　
中里　　一
中里　孝夫
山崎中学校PTA
おやじの会

環
境
整
備
・
美
化

図
　

書

ク
ラ
ブ
・
部
活
動
指
導

学
校
セ
ー
フ
テ
ィ

学
校
支
援

授
業
支
援

サークル・ハートフルベルマーク
冨澤　紀子
月岡　正信
安達　圭子
玉川大学芸術学部メディア・アーツ学科
プロジェクトチーム
町田市生涯学習
インストラクターの会
中島　佐智子
今井　和子
七国山小PTA
読み聞かせ実行委員会
諌山　正人
南塾運営委員会
高橋　京子
落合　章彦
吉澤　栄一
下三輪長生会
町田市農業委員会
小山のホタルと自然を守る会
鶴間町内会防犯パトロール
南町田自治会防犯パトロール
南つくし野自治会
田中　いく子

高ヶ坂小学校
成瀬台小学校
鶴川第一小学校
鶴川第四小学校

金 井 小 学 校

金 井 小 学 校

小山田小学校
山 崎 小 学 校

七国山小学校

町田第三中学校
南 中 学 校
真光寺中学校
町田第三小学校
成瀬中央小学校
三 輪 小 学 校
小山田南小学校
小 山 小 学 校
鶴 間 小 学 校
鶴 間 小 学 校
南つくし野小学校
大 戸 小 学 校

本町田東小学校
南第二小学校
南第二小学校
南第二小学校
南つくし野小学校
南つくし野小学校
町田第一小学校
町田第一小学校
町田第五小学校
町田第五小学校
町田第三中学校
金 井 中 学 校
金 井 中 学 校
堺 中 学 校
町田第六小学校
本町田小学校

鶴川第三小学校

成瀬台中学校
南成瀬中学校
南成瀬中学校
南成瀬中学校

山 崎 中 学 校

下
校
の
見
守
り
な
ど
、
様
々
な
分

野
で
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
活
動
さ
れ
た
方
々
に
、
教
育

委
員
会
よ
り
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま

し
た
。

2012年度学校支援ボランティア感謝状贈呈者【個人・団体】（敬称略）

　2012年12月18日付で、第10期町田市学校給
食問題協議会から「小学校給食における食物アレ
ルギーの対応について」の答申が出されました。
　答申では、各学校の諸事情を考慮しながらも、
安全に食物アレルギー対応給食の提供が望まれる
とされ、これを受けて教育委員会では、来年度か
らの対応に向けて整備を進めています。
　より安全に実施していくために、学校給食での
食物アレルギー対応を希望される方には、「学校
生活管理指導表（アレルギー疾患用）※」を学校に
提出していただき、学校で「個別面談」を実施し
た後、対応内容を決定することになります。
　現在、教育委員会でも食物アレルギー対応のた
めのトレーや食器の購入を進めています。安全確
保の観点から、ご希望に添えない決定となる場合
も考えられますが、ご理解いただきますようお願
いいたします。
※「学校生活管理指導表」（（財）日本学校保健会作成）
食物アレルギーの根拠や症状について、医師に診断と指導内容
を記入していただくものです。

～小学校給食における食物アレルギーの対応について～

町
田
市
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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東
京
都
教
育
委
員
会
職
員
表
彰

　

東
京
都
教
育
委
員
会
で
は
、
教

育
の
発
展
、
学
術
、
文
化
の
振
興

に
貢
献
し
、そ
の
功
績
が
顕
著
で
、

か
つ
勤
務
成
績
の
優
秀
な
職
員
を

表
彰
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
、
町

田
市
か
ら
は
３
名
の
先
生
方
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

大
原
龍
一
町
田
第
四
小
学
校
長

（
学
校
経
営
の
推
進
）

村
上
貞
司
鶴
川
第
一
小
学
校
長

（
学
校
経
営
の
推
進
）

藏
口
暁
美
成
瀬
台
中
学
校
主
幹

養
護
教
諭
（
健
康
教
育
の
推
進
）



時　間 学級名
①10：00～ ぶれない子育てを見つける

②10：30～ わたしの昭和

③11：00～ キラキラmamaになろう

④11：30～ 私は私を生きる

⑤12：00～ 働くママ・専業主婦

時　間 学級名
⑥13：00～ 子どもとともに成長しよう

⑦13：30～ みんなでつくる

⑧14：00～ スマイルライフ

⑨14：30～ コーディネーターのまなび

⑩15：00～ 女性史から学ぶ
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市民大学2013年度受講者募集

第10回 能ヶ谷出土銭（市指定有形文化財）

　能ヶ谷出土銭は、1994年、能ヶ谷町
（現・能ヶ谷四丁目）での工事中に偶
然発見されました。約９万枚の銅銭
は全国でも屈指の大量出土で、室町
時代（15世紀前半）に周辺の有力者
が埋めたと推定されます。銅銭の大
半は中国銭で、高麗銭３枚、ベトナム

銭２枚も含まれていました。当時の日本では自国貨幣を鋳造していな
かったため、国際通貨であった中国銭を輸入し使用していました。収
納容器として桶が使用されたことも珍しく、関東地方では最古の事例
の一つと考えられます。町田市考古資料室では、塊状になった約１万
枚の銅銭のレプリカと桶の一部をご覧になれます。

町田市考古資料室

住　所：下小山田町4016

開室日：第２・第４土・日曜及び祝休日
　　   10:00～16:00

案　内：町田バスセンターからバスで
　　    市立室内プール下車、徒歩10分

電　話：797-9661
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町田リサイクル
文化センター

「市立室内プール」
バス停

町田市
考古資料室 町田市立

室内プール

大賀
藕絲館

　生涯学習センターは、市民の生涯にわたる学習活動や自らの学習成果を地域で発揮できるよう、総合的に支援する機関として昨年4月にオープン
し、1年が経ちます。より多くの方に生涯学習センターを知っていただき、利用していただけるようオープン1周年記念イベントを開催します。
　当日は、生涯学習センターで新たに実施する「生涯学習ボランティアバンク」の利用と登録についてご案内の他、関連する各種イベントを開催し
ますので、ぜひお気軽にご来館下さい。また、イベントによっては申込み制や先着順のためご入場、ご参加できない場合もございます。あらかじめ
ご了承下さい。詳細につきましては、生涯学習センターまでお問い合わせ下さい。

連載

▲能ヶ谷出土銭

※営利・政治・宗教を目的とした利用はできません。

やったぁー！
楽しく踊れて
うれしいYo！

ぼくの特技が
役立つYo！

ぼくたちの知識や
特技をどこかで

役立てられないかなぁ？

生涯学習を通じて、
いろんなことを
学びたいね。

生涯学習センターが橋渡しをします！生涯学習センターが橋渡しをします！

生涯学習ボランティアバンクを利用してみませんか？

　町田市では、市民の皆さんに、より充実した生涯学習活動を行っていただくため、「町田市生涯学習
ボランティアバンク」を設立しました。
　生涯学習ボランティアバンクには、様々な知識や経験、特技などを持った方に登録をしていただいて
おり、利用者の皆さんの依頼に基づいて、サークル活動・グループ学習の支援をしていただきます。
　市内で活動する市内在住・在勤・在学の方が半数以上を占める５名以上のグループであれば利用でき
ます。詳しくは生涯学習センターまでお問い合わせ下さい。

　自主的に学習をしている学級生の
皆さんが、1年間学んだことを発表
します。入場は自由ですので直接ご
来場下さい。発表時間は各学級30
分程度を予定しています。

自主学級
「まなび屋さん成果発表会」

会場：生涯学習センター７階　ホール 　“自分の持っている技術や能力をボランティアとして活かすに
はどうしたらよいか”をテーマにした講演会です。生涯学習ボラン
ティア登録の参考にして下さい。

　まちだ市民大学ＨＡＴＳは、町田を知り、より良
い町田を考える学習講座です。町田市在住・在勤・
在学の方、どなたでも受講することができます。
　現在、通年講座（４月～12月実施）と前期講
座（４月～７月）の受講者を募集しています。
　連続での受講が難しい方には１日だけ参加で
きる公開講座がおす
すめです。随時「広報
まちだ」等でお知らせ
します。また、募集案
内（桃色の冊子）は各
市民センターや図書
館等で配布中です。

「地域に活かそう！あなたのチカラ」

問い合わせ 生涯学習センター ☎ 728-0071

会場：生涯学習センター6階　視聴覚室
時間：14：00～16：00
定員：25名（無料の申込み制・先着順）
申込み方法：生涯学習センターにて受付中
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　本校は、町田市小中一貫教育モデ
ル校（地域型）として、小山田小学
校、小山田中学校と共に研究を進め
ています。近年、学校教育において
小学校と中学校のより緊密な連携
が求められる場面が多くなりまし
た。そこで、学習面や生活面で、小
山田中学校の教職員と共通理解を
図り、一貫性のある指導方法を模索
しています。
　具体的には、教職員の交流として9月に3校合同教員研修会を行いました。
学力向上と生活指導の連携を深めて課題を共有するために、3つの分科会「学

習・授業規律」「家庭学習」「基礎・
基本」に分かれ、各学校の現状と共
通課題の把握を行いました。
　児童・生徒との交流として、生徒
会主催による 6年生児童の中学校
見学に加え、中学校吹奏楽部の周年
行事への参加も予定しています。授
業交流として、2月末に中学校教員
による 6年生対象の出前授業を行
いました。地域との交流として、小

中合同地域防災会議を実施し防災対策を進めています。
　また、地域のボランティアの協
力を得ながら、昔遊び、町田の昔
話、稲作体験、読み聞かせ活動、
放課後算数教室などを実施してい
ます。特に稲作体験は、田植えか
ら稲の管理、稲刈り、わら細工体
験、餅つきなど一年間を通してご
協力をいただいています。
　今後も、中学校や地域との連携
を更に深め、地域と共にある小学
校でありたいと願っています。

▲田植え

小山田南小学校の教育小山田南小学校の教育
～地域と共に歩む小中一貫教育モデル校～

薬師中学校の教育薬師中学校の教育
～学力の向上を目指して～

町田第二小学校の教育町田第二小学校の教育
～心を育て 夢を育む学校～

　本校は、今年（来年度）140
周年を迎えます。「成高学舎」の
名前で東雲寺に創立されて以来、
校舎も名称も変遷してきました
が、成瀬地域の母体校として、多
くの卒業生を育ててきました。
　本校の特色は、①歴史ある②地
域密着の③異学年交流を軸にした
行事が多いことです。春の全校遠
足「わくわく交流」では、古くは
横浜の砲台、現在は子どもの国と
場所は変わりましたが、上級生が下級生の面倒を見ながら目的地まで歩いて
行きます。さらに兄弟学級での「共遊び」等の異学年交流を通して、上級生

には責任感や下級生に対する思い
やりの心が、下級生には上級生に対
する尊敬やあこがれの心が育って
います。夏休みのＰＴＡや地域の
方々が講師となるサマースクール
「わいわいランド」では、21 もの
講座にたくさんの子どもたちが参
加します。秋の子ども祭り「かえで
フェスティバル」にもＰＴＡや地域
の方々が子どもたちと一緒にお店

を出しています。冬には、恩田川の遊歩道をコースにした「恩田川持久走大会」
や、５・６年生が学年・組を解体し
てチームを作り、町田市総合体育館
でバスケットボールの試合を行う「送
別球技大会」があります。卒業前の
忙しい時期にチーム練習を通して高
学年の交流が図られます。
　卒業生が、大人になって地域で活
躍し、学校に協力する町田市特有の
雰囲気を持つ伝統校の一つです。

南第二小学校の教育南第二小学校の教育
～140周年記念式典は11月2日（土）です～

　町田第二小学校は、昭和27年に
開校し、2011年には 60周年行事
を行いました。
　町田駅の近くにありながら、自然
にも恵まれている立地を生かし、生
活科や総合的な学習を展開してい
ます。芹ヶ谷公園では、１・２年生
が自然に親しんでいます。商店街で
は、３年生が「店員体験」をさせて
いただき、人とのかかわりを学んだ
り、お店の方の工夫や苦労を学んだりしています。市民の森では、４年生が「清
掃」をさせていただいています。地域の一員である自覚をもち、将来地域に

貢献できるよう成長してほしいと
願っています。
　また、本校は平成 24年度より
3年間、東京都「言語能力向上推
進校」に選ばれ、学力向上にも力
を入れています。国語の書くこと
に焦点をあてて研究し、表現力を
伸ばし、言語能力を高めていると
ころです。読み聞かせ、学期ごと
の読書旬間や漢字の効果測定、月

ごとの詩の掲示などで語彙の獲得も目指しています。今年度はプロのアナウ
ンサーによる「朗読」や、能楽師・狂言師による「古典芸能教室」を開催し、
子供たちは多彩な表現に触れるこ
とができました。
　そして何と言っても、地域・保
護者の方が温かく、ボランティア
として登下校の見守り、読み聞か
せ、飼育、学習補助など様々な場
で尽力いただいています。今後も
地域の学校として協力を仰ぎなが
ら、子供たちが夢を育むことがで
きる学校を目指します。

▲古典芸能教室

▲登下校の見守り

教育目標
１.自ら学び考えて行動する生徒
２.礼儀正しく思いやりのある生徒
３.心身ともに健康でたくましい生徒
　本校は、通常学級 9クラス、特別
支援学級 3クラスの小規模校です。
その特性を活かしてきめ細やかな指
導を行っています。教員は全校の生
徒の名前と顔を把握しており、学校
全体が家庭的な雰囲気で一つにまと
まっています。校内での通常学級と特別支援学級との交流も盛んで、特別支
援学級の生徒が積極的に通常学級の学活、昼食時、部活動等に参加し、互い

を理解し支え合う教育を展開して
います。
　学力向上は不変の目標であり、生
徒の教育に直接携わる教員の指導
力の充実は重要です。今年度の校内
研修は、「思考・判断・表現」をテー
マに、年 5回、元横浜国立大学教
授を講師として招き、“教える授業”
から“生徒に考えさせる授業”への
改善に取り組みました。また基礎学

力の定着こそが、生活指導面での安定化につながると考えています。
　小・中連携も盛んで、毎月実施の校長連絡会だけでなく三校共同での万引
き防止教室、算数数学研究の実
施、教員の交流等を積極的にお
こなっています。小・中の 9年
間を見通して、課題を明確にし
ながら常に改善、共通指導に努
めています。
　今後とも、保護者、地域、小
学校等と連携し、学校としての
組織力を高めながら学校経営に
邁進していきます。

（4）

▲校舎の防音工事等が完了

▲吹奏楽部が地域のお祭りで演奏

▲ALTや電子黒板を活用した授業

▲3校合同研修会

▲店員体験
▲全校遠足わくわく交流会

▲学校のシンボルかえでの木

▲恩田川持久走大会

▲わら細工・しめ縄作り


